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田宮高麿さんを追悼する会

(大阪)

1996年 3月 2日



● 経  歴 ●

1943年  1月 29日 、岩手県に生まれる。

1962年  大阪府立四条畷高校卒業。 2年 と3年進学クラス同級生の話では、特に

数学が得意だった。クラブ活動はしていない。自分から個人的なことを

話すタイプではなかった。

大阪市立大学経済学部入学。詩吟部に入部。音痴のため下手で、後輩に

抜かれるのを悔 しがっていた。 1年の秋ごろ、現代思想研究会に顔を出

し、社学同と接触するようになる。

1963年  社学同夏の合宿に参加、市大支部同盟員となる。プロゼミでは『資本論』

第一巻を読んだ。この年の秋、大学祭前夜祭が生協食堂で準備されてい

た時、当時流行 していたモンキーダンスの音楽が流れ、たまたま居合せ

た学生服の田宮が、設置された舞台の上で何人かの学生と一緒に踊 り、

汗びっしょりになって「この踊 リオモロイやんけ」といっているのを、

大学祭実行委員長が目にし、「新 しいタイプの活動家が出てきた」 と思

ったという。

1964年 i 市大全学自治会委員長。ベ トナム反戦、日韓条約反対闘争など、学生運

動を指導。

1966年  10月 、共産主義者同盟 (ブ ント)力日盟。

1967年  市大を卒業。ブント同盟員として、東京で労働運動、地区反戦を組織、

「関西弁でオルグってる」と評判になる。

1969年  共産主義者同盟赤軍派を塩見孝也と結成、軍事委員長となる。

1970年  3月 31日 、「よど号」ハイジャック、朝鮮民主主義人民共和国へ。

1972年  5月 1日 、平壌 (ピ ョンヤン)で記者会見、赤軍派路線を総括 し、新た

な出発を宣言。

1980年  『祖国を離れて十年』を発表。

1981年  機関誌『日本を考える』発行。同編集委員会代表。

1983年  国際ジャーナリス ト大会に同代表として参加。

1985年  当時の首相中曽根に帰国に関する書簡を送る。

1988年  「尊憲」運動を提唱。

1990年 『日本を考える』編集委員を解消 し、「日本の自主 と団結のために/」

の会を結成、代表 となる。理論誌『自主 と団結』、通信『お元気ですか』



を発行。

1995年  11月 30日 、心臓麻痺で急逝、享年52歳。

● 著  書 ●

『日本を考える三つの視点』 83年

『わが思想の革命』 88年 新泉社

『飛翔二十年』 共著 90年 新泉社

『社会主義国で社会主義を考える』 90年 批評社

ロングインタビュー『祖国と民族を語る』 田宮高麿・高沢皓司 批評社

遺稿『民族論』(未完)96年  「日本の自主と団結のために/」 の会編

紫翠会出版 (京都)

●新聞雑誌掲載記事●

80年 7月 号『使者』 「祖国を離れて十年 ピョンヤンからのメッセージ」

81年 5月 号『国際労働運動』 「チョソンからのアピール よど号事件首謀者の

手記」

81年 12月 号『月刊 PLAYBOY』  「ハイジャックは実は三度目で成功 した」

83年 7月 29日 号『アサヒグラフ』 「田宮高麿らが北朝鮮で大いに語った」

85年 6月 号『話の特集』 「日々の流れを惜 しんで」 (世界ジャーナリス ト大会

での演説)

88年 7月 号『婦人公論』 手記「祖国の母へ。ノ」

88年 7月 号『文藝春秋』 「赤軍派からの停戦提案 われらは祖国への帰国を決

意 した」

90年 7月 20日 号『朝日ジャーナル』 「亡命二十年目の帰国協議申し入れ」

91年 9月 23日 ～28日 付『朝日新聞』 「それから」 (単行本に収録)

94年 1月 号『GQjapan』  「民族問題の本を刊行 し、妻子に祖国の土を踏

ませます」

※表紙の写真は、『フライデー』1995年 12月 22日 号から借用



そして最後に確認 しよう。

“われわれは明日のジョー"である。

1970年 3月 30日  午後10時 30分

田 宮 高 麿

95年 6月 、大学時代の友人に託された日本の友人たち宛ての色紙
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式  次

1部 報告と挨拶 午後 2時～午後 3時

一  開会の辞

一  挨拶

―  報告

―  ビデオ  「追悼圏富高麿」

一  追悼の挨拶

一  感謝の挨拶

一  閉会の辞

2部 在りし日を偲んで 午後 3時～ 5時

食事 (立食)しながらスピーチ

*  懇親会 会場811記参照

「新末広J 06-691-4787

鶴

会場での撮影は当会記録係を除き、一切ご遠慮くださしヽ.



田 宮 高 麿 同 意 の 逝 去 に 際 し て の 訃 告

日本の自主と団結のために 1の会、代表、田宮高鷹翼志は、遜労によ熱心鐵

麻痺のため1995年 11月 30日 、午前4時、52才を一期に選去致 L′ まし

た。

田宮高麿同志は、日本の自主、:民主、平和働ために、その心臓の鼓動が止ま

る瞬聞まですべてを捧げて闘い、祖国と入民、民族の誇り高き息子としての生

を全うしました.

今日、祖国が日本自主化のための間争を力強く前進させることを要求してい

るこの時にあって、田宮岡志を失ったことは、祖国とわれわれにとって大きな

損失であり、悲しみであります。

同志は、正義と真理に燃える青年学生の一人として 60年代に学生運動に参

加し、反安保、ベトナム反戦、学園闘争そして労働運動勢責任的位置にあって

学園で、地域、職場で、そして街頭で青春の情熱をすべて捧げ聞いまlノ た。

同志は何よりも情熱的かつ卓越した思想理論家でありました。 1970年 、

「よど号Jで渡朝して以降、同志は、祖国と人民に棒げる献身の環を日本と翼

本人民のための主体的な思想、理論の探求に求めました。同志は、人間中心、

人民中心のチュチェの真理を体得し、日本人民と民族の自主性と熙結への要求

を擁護実現する思想と理論を探求しt民族擁護:民族至上鍮思想、理論を創造

し、現代帝国主義の侵略思想、グローバリズムを打破する闘争の議、国と民族

を愛するすべての日本人民の団結の旗印、自主愛族の思想を提起すも通とによ

って、祖国と人民、民族の前に大きな思想理論的貢献をなしました。

同志は、また愛と信頼の政治哲学を信奉し、人の心を知り、心を動かす卓抜

した政治家、政治活動家の模範を示しました。

同意はまた、崇高な国際主義精神と革命的義理で帝国主義の攻撃から社会主

義を擁護 tノ 、日朝友好親善に多大な足跡を残しました。

われわれのもっとも親しい同志であり、師であり兄であり父であつた同意、

闘宮高麿同志の心臓はその鼓動を止めても、その慕わしい名と変わらぬ笑顔 :ま

、われわれの胸に永遠に生き続け、同志が半世紀の生涯に祖国に献げた業績は

、祖国の歴史とともにさらに輝きを増すでありましょう。

1995年 12月 1日   日本の自主と団結のために !の会



鍾 挨 よ り の ら 、ヽま っ

躍宮高麿氏妻

今日は、お忙しい中:こ うして国宮の追悼集会に参席してくださった皆様に
心からのお礼を申し上げます。東京に引き続き、田宮縁の地である大阪で、し
かも圃宮の母校である大阪市立大学で追悼会が開かれると知り、私も子供たち
もうれしく思ってをヽます。
また、心温まる数々の弔意文、お電話をしヽただき本当にありがとうございま

した。どれほど、励みになったか知りません。
田宮がこんなに急に何の前触れもなく逝ってしまうなど誰が思ったでしょう

か。今思えば、あの時こんなふうにしてあ27fればよかった、ぁの時もっと素直
に田宮の批判を受け入れるべきだった、なぜ、もっと良く助けてこなかったの
かなど、後悔することばかりです。

ようやく私も現在、起ち上がらなければならないと思うようになりました。
これも日本の皆様とここにいる同意たちのおかげです。私は日本の皆様から頂
いた弔意文を何回も読み返しました。田宮と私たちを愛してくださり、心配し
てくださる皆様の熱い同胞愛がこめられている弔意文は、私をして、田宮を亡
くして流した悲しみの涙を、皆様のあつい情に感謝するありがたさと感謝の涙
、力と勇気を奮い起こす涙にかえました。それは日本の皆様の情なしには生き
ていくことはできず、自身が日本の皆様に支えられているという実感をさらに
強くしてくれるものでした。

これまで、田宮がいてこそ私たちがあり、日宮がいてこそ私たちは異国の地
にあっても日本のために一つの心で闘ってくることができました。田宮を失っ
た悲しみは私たちの心から消えることはありませんが、だからと言って私たち
は前途に対する悲観も動揺もありません。以前にも増して固く団結し、田宮の
意志を受け継ごうという私たちの士気は高いです。

これからも変わる事なく、私たちを導き、お力添えをお願いします。追悼会
に参席してくださった皆様、本当にありがとうございました。心からの感謝を
申し上げます。

1996年 3月 2日
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追 惇 会 に ぺ集 ま っ て 〒 …fっ た 皆 標 ―
 ―

F日 本の自主と団結のために :」 の会

友人、知人、仲間、同意の皆さん。
今日は田宮高麿同志の追悼のために、故入縁の地である大阪で、このように

も心のこもった追悼の会を準備してくださり、また、お忙しい中、遠路お集ま
り下さり、本当にありがとうございました。愛する祖国の地で、懐かしい友人
、知人の皆さんに闘まね′、圏富同志も嬉しいことでしょう。これが生きての再
会であったならどんなに良かったでしょうか。帰国の意志を更に固め、最悪の
場合は監獄に入ってでも祖国の皆さんと合流し、日本の自主、民主、平和のた
めの道を切り開いていこうと力強く語っていた田宮同志を思うと無念な気持ち
を押さえるこ.とができません。

田宮同志の生涯は、自己の全でを黙々と祖国と人民に捧げた生涯でした。田
宮同志の一日一日はどうしたら一日も早く日本を自主的で平和で民主的な国に
できるか、日本民族を自主的で平和な、そして皆が一つの家族のように結ばれ
た誇りある民族にすることができるかという思素に思素を重ねる日々であり、
その理論を築き、実践に具現する日々でした。そこにあるのは、祖国日本に対
する熱烈な愛であり、その運命に対する高い責任感であり、そのために自己を
服務させ抜く徹底した服務精神、民族を破壌する帝国主義とその現代思想であ
るグローバリズムに対する憎悪と徹底した闘争精神でした。

田宮同志は最後のインタビューで「われわれの総括は、愛国、愛民、愛族の
人民大衆の本心をどこまでも信じなけりゃならないということであり、それを
信じ大胆に依拠して聞えば必ず勝利するということです。」と語っています。
私たちは田宮向志が自らの半生の総括として遺したこの言葉を遺言として受け
止め、自らの不動の信念とし、この前人未踏の愛国、愛民、愛族の闘いに自己
のすべてを捧げていく決意です。

この25年間、私たちは田宮同意の導きの中で幸せで生きがいのある生を営
んで来ることができました。私たちが悲しみや憂いというものを知らず、楽観
と希望をいつも抱いて生き闘ってくる通とができたのは、田宮同志の大山のよ
うな不動さと大海のような広い懐があったからです。しかし、私たちは余りに



もその懐に甘え、日宮同志に負担をかけすぎました。圏宮同意は祖国と人民に
対する無比の献身性、服務精神の生きた模範を示し、私たちを人民のた峰、民
族のために服務する人になれと導 1/hて くれましたがt結局は私たちがその要求
に応えきれなかったが故に.回宮同志にそ鍛負担を全部かけ、溺宮同意の寿命
をあのようにも縮めてしまったのだと思います。そのことを断愧の思しヽで噛み
しめながら、私たちは国宮同志が掲げた愛国、愛民、愛族の旗を固く握り、祖
国と人民の真の服務者となっていく圏い決意に燃えています。

今日、私たちがこうして耐え難い悲しみを乗り越え、力強く立ち上がること
ができたのも、皆様の暖かい励ましと圏富同志の遺志を継いでもっかり頑張っ
ていって欲しいという期待と信任があったからに他なりません。悲しみと失意
の底にあった私たちを皆様からの弔慰電文、手紙、電話がどれほど励まし力を
与えてくれたか知りません。私たちはその思を決して忘れることはないで lノ よ
うし、その恩に報いるためにも、皆様が期待し望まれているように、更に固く
団結し、田宮同志の遺志を受け継ぎ、志半ばで斃れた田宮同志の無念を必晴ら
していく決意です。

田宮同志っ肉体はたとえ私たちの側を離れようとも、祖国と人民のために自
己の全てを捧げ尽くし、真っ白な灰となった田宮同志のその生は、私たちの脳
裏に焼き付き、私たちを祖国と人民に服務する真の生へと力強く導く永遠の財
宝、力となることでしょう。

田宮同志を追悼するという一点で、各界、各層の思想、信条を越えた多くの
皆さんによって持たれた今日の集いが、祖国日本の自主、民主、平和のための
大きな一歩となることを願ってやみません。

今日は本当にありがとうございました。

1996年 3月 2日


